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問　結婚・出産・子育て支援
の相談窓口創設についての考
えを問う。

こども未来課長 結婚支援に
ついては、いばらき出会いサ
ポートセンターと連携した相
談会の開催や、近隣の埼玉県
市町と構成する３市３町広域
連携結婚支援協議会の婚活イ
ベントなどを通じ支援を行っ
ています。今後も町独自の相
談窓口の設置は行わず、引き
続き、多様な支援を積極的に
実施していきます。また、出
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高齢者支援の現状について
　国の総人口における18％が
75歳以上という超高齢社会。
社会保障体制の見直し、介護
人材の確保が急務とされてい
るが。
問　町の高齢者と後期高齢者
の状況は。

健康福祉課長　65歳以上は2,9
50人で、高齢化率は37.5％で
す。75歳以上は1,498人で、
75歳以上の高齢化率は19％で
す。（令和７年４月１日現在）

人口増対策について

問　生活・行動支援が重要で
あるが。

健康福祉課長　在宅福祉サー
ビスにおいて、ボランティア

問　介護保険制度の利用状況
は。

健康福祉課長 　412名が要支
援・要介護の認定を受け、う
ち318名がサービスを利用し
ています。

の協力会員による外出時の送
迎やごみ捨て、話し相手など
を行っています。「ごかりん
号」の日中ルートはオンデマ
ンド方式になりましたが、確
実に利用が定着しつつありま
す。高齢者がより安心して便
利に利用できる公共交通シス
テムの構築に努めていきます。

問　「わたしの未来ノート」
（エンディングノート）を配
布した意図は。

健康福祉課長 もしものとき
のご家族の負担軽減と本人の
意思を的確に伝え、望みどお
りに物事が進められるように
配布しました。最後まで自分
らしい人生設計を考えるきっ
かけとして活用していただき
たいと思います。

　深刻さを増す人口減少。「少
子化」を克服することは日本
社会を持続可能にする基本で
はないか。

問　「孫育て」への支援は。
こども未来課長 共働き世帯
が多くなり、祖父母が孫の世
話をするケースが増えていま
す。一方で、育児方針の違い
などによる課題もあることか

過去10年間の出生数【別表】
（単位：人）

問　町の出生数の推移は。
町民税務課長　 別表のとおり。

ら、現在の孫育
ての知識が伝え
られるよう、支
援方法について
検討していきま
す。

産・子育て相談につい
ては、こども家庭セン
ターや児童館において
随時受付けており、積
極的な情報発信を行い
利用を促していきたい
と考えています。イラスト提供：伊藤議員

イラスト提供：伊藤議員

消防・防災体制（令和 7 年 4 月 1 日現在）　　　　　　　　※出動態勢は、現場の状況判断により増減します。

町の消火体制 消防団（４分団及び機能別消防団）
・団員89名・消防ポンプ車４台を配備
古河消防署 五霞分署
・職員19名・消防ポンプ車、救急車を配備

町内の消防水利 消火栓：283か所　　防火水槽：61か所
西南広域消防本部
の火災出動態勢

第１出動
（発生時）

車両 6台（消防ポンプ車3台と救急車）
人員18名

第２出動
（拡大時）

車両 8台（第１出動に加え、管内から消防車2台を追加）
人員24名

第３出動
（大規模火災）

車両32台（近隣市町及び緊急消防援助隊の応援を追加）
人員90名
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